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キム・ウチャン開港期朝鮮における明洞大聖堂の立地問題

開港期朝鮮における明洞大聖堂の立地問題
在朝鮮フランス公使コラン・ド・プランシーの関与をめぐって

キム・ウチャン

WooChang Kim

The Land Location Problem of 
Myeong-dong Cathedral during the 
Port-opening Period in Choseon 
Concerning the Involvement of 
Collin de Plancy, French Minister to 
Choseon

抄　録

キリスト教への拒否感が強かった開港期の朝鮮で、大聖堂の建築予定地が朝鮮政府に没

収される事件が発生した。フランス公使コラン・ド・プランシーは、「東道西器論」を奉

じる朝鮮王高宗に、フランス建築の図版が載った書物などを贈り、その興味を引くこと

で建設用地の返還交渉を成功させた。こうしたコラン・ド・プランシーの巧みな外交交

渉が、朝鮮における西洋建築導入の重要な契機となった。

Summary

During the port-opening period in Choseon, there was a strong sense of rejection of 
Christianity, At this time the Choseon government confiscated land that was reserved for the 
construction of a cathedral Collin de Placny, the French Minister to Choseon, presented books 
containing illustrations of French architecture to King Gojong of Choseon, who advocated for 
the theory of “Eastern Way and Western Means”. By attracting the king’s interest, Collin de 
Plancy succeeded in negotiating for the return of the land to construct the cathedral. Collin de 
Pliancy’s skillful diplomatic negotiations yielded an important opportunity for the introduction 
of Western architecture into Choseon.
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はじめに

19世紀の後半、アジア各地での影響力を高めることを目指した西洋諸国と、その動
きに対応したアジア諸国の間にはしばしば大きな軋轢が生じた。その軋轢は政治的な

面だけではなく、文化の面にもみられる。この文化面での軋轢で、特に注目されるの

は朝鮮半島におけるカトリック信仰の移植を巡る問題である。

この時代のアジア各地でカトリックの宣教活動を主に担ったのはパリ外国宣教会

（La Société des Missions Étrangères de Paris）である。彼らは宣教活動の一環として宣
教地での聖堂の建設に力を入れた。日本の大浦天主堂、ベトナムの聖ヨセフ大聖堂

（ハノイ）やノートルダム大聖堂（ホーチミン）等は、パリ外国宣教会が建築に関わっ

た代表的聖堂である。韓国ではソウルの明洞大聖堂がパリ外国宣教会によって建てら

れたものである。

これらの聖堂建設の過程では、キリスト教の伝播を恐れたアジア諸国と、パリ外国

宣教会の背後にあったフランス政府との間で時に対立が生じた。日本では聖堂の建築

は許されても、日本人のカトリック信者に対する迫害が続いた。またベトナムではカ

トリックへの迫害が原因で戦争が起り、フランスに占領された地域で聖堂の建築が行

われた。先述したホーチミンのノートルダム大聖堂はベトナムのパゴダを破壊した跡

に建てられたものである。*1

朝鮮半島では明洞大聖堂の建築を巡って、パリ外国宣教会及びフランス政府と朝鮮

政府の間に軋轢があり、聖堂を建てるための土地が朝鮮政府に没収される立地問題が

発生した。1888年1月、土地の所有権を確認するため、パリ外国宣教会が朝鮮の外務
衙門（朝鮮の外務省）に送った所有関係書類を、外務衙門が差し押さえたのが紛争の

始まりだ。そして約2年後の1890年1月、土地の所有権を認める文書と共に所有関係
書類が返還されたことによって立地問題が終わる。本稿では、この立地問題を解決す

る際にフランスと朝鮮の間に行われた交渉の過程を明らかにしたい。

先行研究では立地問題が発生したことや、それが原因で聖堂の建築が遅れた点につ

いては語られてきた。韓国の教会建築の専門家キム・ジョンシンや教会史研究者ジョ

ン・スンテクは、土地の所有権が没収され、朝鮮政府とパリ外国宣教会の間の争いが

生じたことを述べている。*2しかし、どちらの研究も土地の所有権が返還されるまでの
2年間に、どのような交渉が行われたのかに関しては詳しい議論がない。
筆者は、この交渉の過程に、在朝鮮フランス公使であったヴィクトル・コラン・

ド・プランシー（Victor Collin de Plancy, 1853-1924）が重要な役割を果たしたと考え
ている。彼に関する従来の研究で、彼の朝鮮半島での業績は、美術作品の収集活動な

どが注目されてきた。特にセーブル陶磁器博物館やギメ東洋博物館などに所蔵された

彼のコレクションに焦点を当てた研究が多い。*3また、彼の秘書であったモリス・クラ

ン（Maurice Courant, 1865-1935）が朝鮮の古文献を研究し、『朝鮮書誌（Bibliographie 
coréenne）』を出版することに協力したことも注目されている。*4だが、コラン・ド・プ

*1 Wright 1991:174-175.
*2 キム・ジョンシン 1994:39-41; ジョン・スンテク 2011: 

310-311.

*3 キム・ヨンミン他 1999; シン・サンチョル 2013; オム・
スンヒ 2013, 2015, 2019; Sèvres, 2015.

*4 クラン 2009; 釜山大学人文学研究所 ,他 , 2017.
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ランシーがパリ外国宣教会と朝鮮政府の間の交渉において、どのような役割を果たし

たのかについては、注目されていなかった。

明洞大聖堂が出した『明洞本堂史』には、コラン・ド・プランシーが立地問題の解

決に関わっていたことは言及されている。だが、外務大臣に差し押さえられた土地所

有関連文書の返還を促したと述べられているにとどまる。*5

しかし、これまで十分に検討されてこなかった記録文書などを調査すると、立地問

題が解決されるまで、コラン・ド・プランシーは朝鮮王高
コ

宗
ジョン

や政府の関係者と活発に

交渉を行ったことがわかる。筆者は彼の活動が、単に没収された土地の返還を促した

という性格のものではなく、朝鮮側の事情や拒絶感情の背景を十分に理解した上で妥

協点を探るものであったと考えている。

本稿では1888年から1890年にかけ、コラン・ド・プランシーと朝鮮王や政府の関
係者たちの間で行われた外交交渉を、「朝鮮王朝実録」などの朝鮮側の史料、コラン・

ド・プランシーのフランス外務省宛報告書やパリ外国宣教会関係者たちの記録などフ

ランス側の史料に表れている事実関係をもとに解明する。これにより筆者は、コラ

ン・ド・プランシーが立地問題の解決に果たした役割を明らかにしたい。 

1.  明洞大聖堂の立地問題の発生と伝教禁止令

1886年、朝仏修好通商条約の締結でカトリック宣教師の活動が自由になった。パ
リ外国宣教会所属で第7代朝鮮教区長であったギュスターヴ・ブラン（Gustave Blanc, 
1844-1890）は聖堂を建てるための土地を買入れ、1887年12月に地盤整備作業を行う
ことになった。だが1888年1月、所有権の確認のために朝鮮の外務衙門に送った土地
の所有関係書類が差し押さえられたことで立地問題が始まる。*6

朝鮮側は、その土地は朝鮮王室の歴代王の御真影がある永
ヨン

禧
ヒ

殿
ジョン

と山並みがつながっ

ており、高い丘の上から永禧殿を見下ろす位置であるため、その場所にキリスト教の

聖堂を建てることは朝鮮王室の守護神を怒らせることになると主張した。パリ外国宣

教会の神父たちはこれに対し、購入した土地と永禧殿の間には大きな道があり、山並

みでつながっているという主張は根拠がないと反論した。だが、没収された土地の所

有関係書類を取り戻すことはできなかった。*7（図1）

この時点において、フランスの外交官は朝鮮に派遣されておらず、その外交業務は

ロシア公使であったカール・イバノビッチ・ヴェーバー（Karl Ivanovich Weber, 1841-
1910）が代行していた。立地問題の始まりから約3か月後の1888年4月22日、朝鮮の
外務衙門からヴェーバーに送られた公文書には次のような内容が記されている。

「いかなる新宗教であれ、あるいはいかなる教育機関であれ、政府が条約の中で記載

を命じられたり、記載の権限を与えられたりした事項の範囲外である場合、我々は彼

らの活動を止めるように努めるだろうし、その後にソウルの敷地内または王国の領土

内にこのような種類の施設が建設されるようなことも認めないだろう」。*8

*5 韓国教会史研究所 /明洞大聖堂 , 2007:95.
*6 同上 :2007:92-95.
*7 キム・ジョンシン 1994:39; ジョン・スンテク 2011:310-

311.
*8 国史編纂委員会 . 2003:221-222.
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これは、フランスの神父たちによる教会建設に朝鮮政府が反対であるとの立場を表

すものであった。

これとほぼ同一内容の手紙は、アメリカの公使にも同じ日に送られた。*9朝鮮政府は

カトリックやプロテスタントを含めてキリスト教の布教活動を許さない指示を出した。

これはいわゆる「伝教禁止令」と呼ばれるものである。 

この時代の朝鮮では、キリスト教に対する直接的な迫害はなくなった。しかし、こ

の外来の宗教に対する拒否感は相変わらず強いものであった。朝鮮側による土地の所

有権没収や、伝教禁止令の発布も、キリスト教に対する拒否感を強く表現した事例で

ある。だが、1888年の伝教禁止令は西洋諸国との条約締結以前の禁教令とはちがい、
実質的な禁止措置はともなわないものであった。

朝鮮王高宗のキリスト教に対する態度や政策を研究したリュ・デヨンは、この時期

の朝鮮にとって、宣教師たちの活動は西洋文物を受け入れるための窓口であり、アメ

リカのプロテスタント系宣教師が学校や病院を建てるなどの活動は黙認されていたこ

とに注目している。この点を踏まえ彼は、1888年の伝教禁止令は、あくまで形式的
な制限措置に過ぎなかったとする。伝教禁止令はすなわち、朝鮮政府が朝鮮内部の保

守派勢力を意識しつつ、キリスト教が広まることを警戒していることを示すものだっ

たという。高宗は、西洋の優れた科学技術を受容すると同時に、西洋との交渉やキリ

スト教に反感を持つ国内の勢力の要求を聞く必要もあった。このジレンマに対し、高

宗が選んだのが実質的な制限のない禁教令であった。*10

*9 アセア問題研究院 , 2010:353.
*10 リュ・デヨン 2000:23-26.

図1. 立地問題に関するコラン・ド・プランシーの報告とともに添付されたソウルの地図、○をつけたところの（3）が
立地問題の対象になった土地、（6）は永禧殿（ヨンヒジョン）出典： 国史編纂委員会 . 2003:439.
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そうしたなか、伝教禁止令発令直後の1888年6月、コラン・ド・プランシーがソウ
ルに着任した。彼は、高宗が西洋の科学技術を受容するために、プロテスタント宣教

師の活動を黙認したことを察知したのだろう。その上で彼は、フランスの科学技術を

受容するなら、高宗がカトリック宣教師の活動に対しても同様に黙認する可能性が高

いと見抜いたものと思われる。次の章では、高宗の思想的な立場とそれに巧みに対応

したコラン・ド・プランシーの外交交渉の過程を明らかにしたい。

2.  朝鮮王と高
コ

宗
ジョン

と「東
トン

道
ド

西
ソ

器
ギ

論
ロン

」

高宗は、パリ外国宣教会の神父たちの間で、西洋に対して友好的な人物として見

られたようだ。パリ外国宣教会の神父たちが立地問題発生の直後、ロシア公使ヴェー

バーに送った手紙からそれが分かる。聖堂建築担当者であったウジェーヌ・コスト

（Eugene Coste, 1842-1896）神父の手紙には「守護神のことを口実にすることもできな
くなり、我々の所有権に関しても異議を提示することができなくなった彼ら（貴族た

ち）は、今回は我々が撤収することで王を喜ばせると理由をつけ、我々を説得しよう

としました。…（中略）…王は我々に敵対的ではないようです。情報をよく集めてお

り、自分自身の考えに従っているので、彼は先ほど述べた貴族のような観点からこの

問題（立地問題）を考えないでしょう」と書かれている。また、朝鮮教区長ブランの手

紙に「陛下（高宗）が条約を尊重することを望み、この問題への介入を拒否したと我々

は確かな筋から聞いていたので、我々にとって王がこの問題へ直接介入したと言われ

ても信じられるでしょうか」と書き、高宗がこの問題に介入したとは考えにくいとし

ている。*11立地問題が起きたにも関わらず、フランス人神父たちは高宗を肯定的に評価

していた。

西洋に対する高宗の考えは、朝鮮王朝実録の1882年8月5日の記録から分かる。こ
の記録には次のような高宗の発言が記される。

「その宗教は邪教なので、淫蕩な音楽や美女のように遠ざけるべきだが、（西洋の）

機器は利点があり、農機具、医薬、兵器、船や車などを作るのに利用できるものだ。

それを嫌がる理由はあるだろうか。彼らの宗教は排斥しても、並行して機器を学ぶこ

とは道理に外れない」。*12

「東
トン

道
ド

西
ソ

器
ギ

論
ロン

」と呼ばれるこの理論は、中国の「中体西用」や日本の「和魂洋才」とよ

く似たものであり、朝鮮の知識人たちのスローガンでもあった。
1880年代、朝鮮では開化政策が始まったが、改革に反対する衛正斥邪派と改革を

主導した開化派の葛藤が極に達する混乱した時期を迎えていた。1882年には給与の
不払いを理由に軍人たちが乱を起こし（壬午軍乱）、1884年には急進開化派が政変を
起こしたが失敗に終わる（甲信政変）など、政治は不安定であった。高宗は政治を安

定させ、自分の王権を維持するためにも改革の必要性を感じていた。*13それゆえ、高宗

は「東道西器論」を基に、西洋文物受容による改革を求めた。こうした点で、キリス

*11 国史編纂委員会 2003:427-434.
*12 朝鮮王朝実録 , 高宗19年（1882年）8月5日
*13 ジャン・ヨンスク 2005:73-113.
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ト教は朝鮮を混乱させるものである同時に、西洋文物受容の窓口でもあった。それゆ

え高宗は、キリスト教を排斥しながらも、西洋の文物を受け入れるには宣教師たちに

頼るしかないというジレンマに落ち入りつつ、形式的な伝教禁止令を出したのである。

高宗はおそらく、カトリック側の宣教師を通してでも西洋の文物を受容することを

考慮していただろう。それゆえ、パリ外国宣教会の活動に対しても、黙認するつもり

であったと考えられる。彼がカトリックの宗教活動を黙認した根拠として、パリ外国

宣教会の宣教師たちの旅行許可証に書かれる文章をめぐる問題での高宗の行動が挙げ

られる。立地問題が起きていた時期、パリ外国宣教会の宣教師たちはソウルだけでは

なく、朝鮮の他の地方でも活動することを希望していた。そのためには朝鮮政府から

の旅行許可証を得る必要があったが、その許可証の文面を巡って対立があった。宗教

活動に関する内容の調整が論争の核心で、コラン・ド・プランシーはこの問題に対し

ても朝鮮の外務大臣と交渉を行った。

コラン・ド・プランシーの1889年4月10日のフランス外務省宛報告書によると、朝
鮮の外務大臣趙

チョ

秉
ビョン

稷
ジク

（1833-1901）は旅行許可証に「フランス人は、開放された都市以
外で彼らの宗教活動を行う権利はない」と表記しようとした。一方でコラン・ド・プ

ランシーはこの文章を「フランス人は、開放された都市以外で土地を買い、家を建て、

教会（天にまします主の聖堂）を建設する権利はない」と修正することを提案した。*14

コラン・ド・プランシーが提案した文章は、聖堂の建築を止めようとした朝鮮側に

不利に作用する余地があった。開放された地域以外で土地を買い、家を建て、教会を

建設する権利はないとするならば、逆に開放された地域ではそうする権利があると認

めることになるからである。実際にコラン・ド・プランシーも報告書の続く部分で、

この点が狙いだったと述べている。*15

コラン・ド・プランシーの1889年6月6日のフランス外務省宛報告書によると、こ
の問題を解決したのは高宗であった。報告書には、趙秉稷はこの問題の解決を避けて

いたが、高宗の命令を受けた後、妥協的になり、文章を修正してくれたと記されてい

る。*16立地問題で朝鮮側に不利に作用するかもしれない内容が入るにも関わらず、王の

命令により外務大臣の態度が妥協的になったことは、高宗がカトリックの活動を黙認

しようとした根拠になる。高宗は、プロテスタント宣教師を通してアメリカの科学技

術を受容できたように、カトリックの宣教師を通してフランスの科学技術も受容でき

ると考えたのだろう。

フランス政府やコラン・ド・プランシーは、逆に、高宗が西洋の文物に対して強い

興味を持っていたことを把握していたから、それが交渉の材料になると考えたのだろ

う。つまり彼らは、高宗の「東道西器論」に基づく西洋への関心を外交交渉に利用し

たのだ。では、コラン・ド・プランシーとフランス政府は、具体的に何を材料として、

その外交交渉を進めたのだろうか。次の章では、コラン・ド・プランシーが交渉の過

程で高宗に提供した贈り物の内容などを検証して、彼が高宗にいかに働きかけ、立地

問題の解決を図ったのかを明らかにしたい。

*14 国史編纂委員会 2004:431-432.
*15 同上 :432.
*16 同上 :466-474.
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3.  コラン・ド・プランシー の外交交渉と立地問題の解決

コラン・ド・プランシーは高宗や朝鮮政府との交渉を、フランス政府の方針に従っ

て行った。彼が朝鮮に赴任する前、彼に送られたフランス外務省からの訓令には、次

のように記されている。

「あなたはフランスの文明、特に我々の産業ができるかぎり好意的なものとして捉

えられるようにするべきです。そうすれば朝鮮が外国に助けを求める時に、我々と接

触をしようとするでしょう。…（中略）…あなたは宣教師たちの苛立ちを落ち着かせ

ることに専念し、宣教師たちの状況を大いに改善した条約の規定を厳守するように彼

らに勧めるべきです。法の領域に基づきつつ、またそして我々の文明の諸要素を朝鮮

人たちに広めようと努めることで、彼らが今持っている宣教師たちへの敵対心を和ら

げ、今後のより良い宣教活動に備えることができるでしょう」。*17

フランス政府は、朝鮮で影響力を行使するためには、フランスの文化や産業が肯定

的に評価されることが最優先課題だと判断していた。また、朝鮮内部でカトリックの

宣教に反対する雰囲気があったことを認識し、その反感を和らげる必要性についても

考慮していた。明洞大聖堂の立地問題を解決する交渉もこのような観点から始まった

と考えられる。

まず、コラン・ド・プランシーはフランスの文化が持っている優秀性を示そうと努

めたようだ。高宗との会見で、彼はセーブルで制作された陶磁器を献上するなど、フ

ランスの文化をアピールしようと努力した。*18（図2）また、フランスの建築や軍隊に関す

る本も献上した。1888年12月10日のコラン・ド・プランシーのフランス外務省宛報
告書に次のように記されている。「陛下（高宗）は我々の建設方法を理解するために挿

絵付きの本を数冊貸してほしいと私に依頼しました。私の図書室には十分な量の書籍

*17 国史編纂委員会 2003:172-174.
*18 同上 :210-215.

図2. 国立セーブル陶磁器製作所、白磁彩色花文瓶、 1878年、
高さ62.1㎝、口直径 53.2㎝、足直径 30.5㎝、
国立古宮博物館　出典：ソウル . 2020:89.
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があったのですが、このような種類の本はありませんでした。それでやむを得ず、ギ

ゾ氏が書いた『フランスの歴史（l ’Histoire de France）』七冊を持参し陛下に見せました。
すると、陛下は、書籍を飾る版画類、特に装丁にいたく感心し、それらを蔵書とする

意向を示しました」。*19

この記録に登場する書物は、フランスの歴史家で二月革命の当時、フランスの首相

を務めたフランソワ・ギゾ（François Guizot, 1787-1874）が著した『フランスの歴史』
を指すと思われる。この書物は「太初から1789年まで（depuis les temps les plus reculés 
jusqu’en 1789）」と副題がつけられているものが5冊、「1789年から1848年まで（depuis 
1789 jusqu’en 1848）」と副題がつけられているものが2冊ある。この『フランスの歴史』
には、フランスの新古典主義建築であるパンテオン（図3）やプチ・トリアノン宮殿の王

妃の村里（図4）など、フランス建築物の挿絵が含まれている。高宗は、「書籍を飾る版

画類」、すなわち、こうした挿絵に興味を示し、それらを所蔵しようとしたのだろう。

だが、建物や軍隊の挿絵が入れられているとはいえ、この本は歴史書であった。同

じ報告書の続く部分には、高宗がフランスの建築や軍隊に関してより深い勉強のため、

さらに詳しい情報が含まれている関連書物を要請したとも書かれている。*20 

高宗の要請に応じ、コラン・ド・プランシーはフランス芸術省に対して必要な本の

リストを送った。このリストは大きくIとIIに分かれており、Iにはフランスの建築に
関わる本の要請、IIには軍隊に関する本の要請が記されている。軍隊に関する本の要
請には、本のタイトルや著者名までがリスト化されている。残念ながら、建築に関す

る本の要請には「フランスの建築に関する概念を学べる挿絵がある書物：ルーブル、

テュイルリー、ベルサイユ、その他パリの記念建築物等の様子」と書かれるだけで、

どのような書物であったのか特定はできない。*21だが、フランスの有名な建築物を例挙

する記述から、フランスの優れた建築物を紹介しようとするコラン・ド・プランシー

の意図が読み取れる。

フランス芸術省に頼んだ本が高宗のもとに届いたのは、約1年後の1889年11月25
日のことだったようだ。朝鮮側の記録である承

スン

政
ジョン

院
ウォン

日記には1889年11月3日、フラ
ンス公使が「画本一箱」を献上したと書かれている。*22一方で、コラン・ド・プランシー

の1889年12月28日の外務省宛報告書には、11月25日にあった高宗との会見で、芸術
や陸軍、海軍に関する本を高宗に献上したと書かれている。*23朝鮮側の記録とコラン・

ド・プランシーの記録の日付は異なるが、これは朝鮮が旧暦を使い、フランスが新暦

を使ったことによる違いである。旧暦の1889年11月3日が新暦の1889年11月25日に
当たり、承

スン

政
ジョン

院
ウォン

日記の「画本一箱」はコラン・ド・プランシーの記録に出る芸術や

陸軍、海軍に関する本であることは間違いない。

この時、献上された本が具体的にどのようなものであったのかは特定できない。し

かし、コラン・ド・プランシーが要請した通り、フランスのあらゆる建築物が詳細に

紹介されている本が含まれていたのなら、フランスの建築物に対する高宗の考えにも

肯定的な印象を与えただろう。

*19 同上 :455-456.
*20 同上 :457-460.
*21 同上 :459.

*22 승정원일기（承政院（スン・ジョン・ウォン）日記）
2990柵 高宗26年11月3日

*23 国史編纂委員会 . 2004:768.
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図4. ギゾの本の挿絵 （プチ・トリアノン宮殿の王妃の村里）　出典： Guizot. 1876:467.

図3. ギゾの本の挿絵 （パリのパンテオン）　出典： Guizot. 1876:301.
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実際高宗は、1890年代、宮殿の内に西洋式の浴室やホールを作り、1900年には西
洋式宮殿である石

ソク

造
ジョ

殿
ジョン

（図5）の建築を始めるなど、西洋の建築様式を導入することに

なる。コラン・ド・プランシーの交渉の後、朝鮮半島で西洋式の建築が建てられ始め

たのは、彼の働きかけが高宗の西洋建築導入に影響を及ぼした結果とみてよいだろ

う。

また、コラン・ド・プランシーの交渉が続く中、没収された土地に隣接する敷地で

は朝鮮半島最初の西洋式建物である主教館を建てる作業も進んだ。しかし、これに対

する朝鮮政府の実質的な制限措置はなかった。*24（図6）朝鮮側のこのような対応は、カ

トリック宣教師たちの活動を黙認しつつ、フランスの建築文化を受容するためであっ

たと考えられる。

そうしたなか、明洞大聖堂の立地問題は1890年1月13日、土地の所有関係書類が
返還されることで解決した。コラン・ド・プランシーの1890年1月22日のフランス外
務省宛報告書には、彼が1889年12月31日に土地の所有関係書類の返還を求める公文
書を送り、1890年1月13日にそれが実行されたと記されている。*25土地の所有関係書

類を返還したのは、朝鮮の新しい外務大臣である閔
ミン

種
ジョン

默
ムク

（1835-1916）で、1889年7
月2日に外務大臣に任命された。*26彼は1881年には朝士視察団の一員として日本に派遣
されたこともあり、外国との交流の経験が豊かであった。コラン・ド・プランシーと

の交渉が進められている中、高宗は、このような背景を持つ人物を新しい外務大臣に

任命したのだ。彼を通して立地問題が解決されたのは、高宗がフランスの建築技術を

受容する機会として、聖堂の建築を許したことを示す。

ここまで見てきたように、明洞大聖堂の立地問題に対するコラン・ド・プランシー

の取り組みの真価は、カトリック布教に対する朝鮮側の拒否反応を十全に理解した上

で、その矛先を巧みにかわし互いの妥協点を探る、という優れた外交プロセスにあっ

たといえよう。彼は高宗との接触を通して、フランスの文化や技術、特に建築に対す

る関心を喚起することに努めた。高宗にとって、西洋の建築を導入することは「東道

図5. 徳寿宮石造殿（トクスグンソクジョジョン）の写真　
出典： 文化財庁宮陵遺跡本部徳寿宮管理所ホームページ

（http://deoksugung.go.kr/c/introduction/7  8月26日アクセス）より

図6. 完工直後（1898年）の明洞大聖堂と主教館
出典： Sèvres. 2015:91.

*24 国史編纂委員会 2005:319; 韓国教会史研究所 /明洞大
聖堂 2007:97.

*25 国史編纂委員会 . 2005:317-325.
*26 朝鮮王朝実録 , 高宗26年（1889年）7月2日
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西器論」にも部分的に合致するものであった。最終的にパリ外国宣教会の聖堂建築が

認可されるに至った背景には、こうしたコラン・ド・プランシーの文化外交戦略が大

きく作用していたと結論づけられるのである。

結び

明洞大聖堂の立地問題はキリスト教の聖堂建設に対する反対から始まった。だが、

その解決過程の背景には、朝鮮の西洋建築様式の導入を巡るコラン・ド・プランシー

と高宗の間の外交交渉があった。高宗は「東道西器論」に基づいて、朝鮮の思想を守

りながらも西洋の優れた技術を受け入れようとした。そして、コラン・ド・プラン

シーはこの点を上手く利用し、交渉を行ったのだ。

この交渉は、表面的には旅行許可証の文言を修正し、フランスの建築様式を紹介し

ただけのものにみえる。だが、これは西洋建築の受け入れを肯定的に検討するよう、

高宗を説得する戦略の一端であった。フランスの建築文化が紹介される過程で、高宗

は西洋の優れた建築技術を受容すると決心し、その技術を導入する機会として明洞大

聖堂を建てることを承認することになった。

明洞大聖堂が建てられた後、ステンドグラスや聖像などカトリックの美術品がもた

らされた。また、ソウル以外の地域でも聖堂が建てられることになった。朝鮮王室は

西洋の建築様式を導入し、元の宮殿の内部を西洋風に飾り、西洋式宮殿を建てること

になった。コラン・ド・プランシーの外交交渉は、朝鮮の西洋文化受容の過程で大き

な意味を持つものだったのだ。
（きむ・うちゃん／大阪大学文学研究科、西洋美術史）
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